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A CASE OF RENAL CELL CARCINOMA IN 
      A HORSESHOE KIDNEY
Yasuharu  Takagi and  Shigeru Kanai
From the Department of Urology, Kakegawa General Hospital
   We report a 68-year-old man with renal cell carcinoma in a horseshoe kidney. Abdominal com-
puted tomography revealed a left renal tumor in a horseshoe kidney, and we carried out left 
radical nephrectomy. Histopathological diagnosis was renal cell carcinoma. Only 19 cases of renal 
cell carcinoma in  u horseshoe kidney have been reported in Japan, and our case was the 20th. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 697-698, 1992)















Fig. 1. Enhanced CT scan shows isthmus and 
       left renal tumor.
側 腎腫 瘍 と診 断 され 当 科転 科 と な った.
入 院時 現 症:特 記 す べ きこ とな し
入 院時 検 査 所 見=ESR;1時 間 値168mm.血 液 検
査;血 色 素 量8.4g/dl以外 正 常.生 化 学 検 査;GPT
36KU,ALP39.3KAU,γ一GTP991U/且以 外正 常.
血 清検 査;CRPIL8mg/dL尿 検 査=異 常 な し.
入 院 後経 過=1991年1月16日選 択 的 左 側 腎動 脈 造 影
を施 行 し,左 腎 中下 極 に 血 管 増 生 著 明な 腫 瘍,馬 蹄 腎
峡 部 を 栄 養 す る血管 を 認 め た,術 前画 像診 断 に て,
TNM治 療 前 臨 床 分 類 に て,T3NOMO,Robsonの
stage分類 に てstageIIと診 断 し,1月30日 左 側 根
治的 腎 摘 出術 を施 行 した.
手 術 時 所 見 ・上腹 部 正 中 切 開 後,下 行 結 腸 を お こ し
後腹 膜 腔 へ達 した後,狭 部 を離 断 し左 腎 を摘 出 した.
摘 出 腎 は3409で あ った.
病 理 組 織 学 的 所見:renalcellcarcinoma,alveo-
1artype,clearcellsubtype,grade2,INFβ・pT3
pVlapNO・
術 後 経 過:経 過 は 良 好 で あ った が8月23日 の胸 部X
線 写 真 に て,右 下 肺 野 に,3.5cm×2.5cmの転 移 巣
を認 め た.
考 察
馬 蹄 腎 は400人に1人 の 割 合 で 発 生 し,男 女比 は
21で あ り,各 年 齢 で 発 見 され る.95%が 腎 下 極 で
融 合 して い る が,一 部 は 上極 で融 合 して い るD馬 蹄
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